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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・八戸胃腸研究会の講演について

日時：3/1(火)　18：30～　　場所：八戸グランドホテル

テーマ：癌のこころのケア(精神腫瘍学)　　　講師：埼玉医療センター　大西秀樹教授
・第8回院内研修について、掲示板に出欠表が出ているので、各自確認しておくこと。
・インフルエンザの予防と施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
＜利用者様情報＞

・土佐　将志　様～青山荘から、今朝尿失禁し落ち込み頓服薬を服用したと情報提供がある。来所時表情の硬さがあり、本人より上記について「こういうことがあると耐えられない」「恥ずかしくて死にたくなる」と訴えている。次回問診は3/3（木）であるが「もたない」と本日の診察を希望し、本日問診予約をとる。途中、「軽くやってるから大丈夫」と言いながら手首を自身のカッターナイフで浅く傷つけたり噛んだりしており、スタッフが介入する事で制止している。スタッフから気を紛らわすように声を掛けると、時間経過と共に落ち着き始め、本人「いくらか落ち着いた」と話している。その後、スタッフ付き添いで問診している。普段は尿失禁した時に途中で止められるが本日は止められなかったこと、急に尿意が出現し我慢できなくなることを話している。その他の症状について、便秘や食欲増進があると話しており、担当医より自律神経が不安定な状態である為、気分転換が図れる活動を行うよう説明されている。また、処方内容の変更があり、コンサータ（18）1T　1×朝を中止、レボトミン錠（5）とプラキス錠2（2）3T　3×毎食後が2日分処方となっている。以降、デイケアでは落ち着いて積極的にプログラムに参加している。その後担当スタッフと面談を実施。本日と同じような気持ちになった際の対処法として、頓服薬を服用することと、音楽を聞いて気持ちを落ち着かせることを挙げている。スタッフから実際に対処法を実践しつつ、他の気分転換を行える活動を一緒に探していくことを提案すると了承。「今日みたいなことがあったらやってみます」と話し、そのまま帰荘されている。上記情報は青山荘へ情報提供している。
・山田　隆雄　様～本日も両膝と両手先の痺れは継続している為、担当医へ痺れの状態を話し、ロナセン（8）1Tが止めとなり、ジプレキサ（10）1Tから2Tへ変更となっている。

・板橋　利美　様～体重増加している為、昨日から残食している。昨日昼食・夕食は主食1/2・主菜1/2残食。朝食は1/2残食。本日昼食は、主食2/3、主菜3/4、副菜3/4残食している。先月から比較し、BMIが21.4から21に減っていることを説明するが｢体が重いから痩せたい｣と話している。間食を減らし、食事は全量摂取するよう説明するが受け入れない。スタッフより、担当医へ相談するよう伝えると了承している。

・下妻　康貴　様～先日仕事中に怪我をした左下腿の状況を確認。傷はまだ残っているが、痛みはなく動かす上で支障はないとのこと。その他不調は特にないとのことで、不調を感じた際にはすぐ相談するよう促している。

＜外来情報＞
・土佐　将志　様～気分の落ち込みあり、診察を希望。担当医より自律神経が不安定な状態である為、気分転換が図れる活動を行うよう説明されている。また、処方内容の変更があり、コンサータ（18）1T　1×朝を中止、レボトミン錠（5）とプラキス錠2（2）3T　3×毎食後が2日分処方となる。
・山田　隆雄　様～本日も両膝と両手先の痺れは継続しており、痺れの状態を話し、ロナセン（8）1Tが止めとなり、ジプレキサ（10）1Tから2Tへ変更となっている。

